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設計地耐力

上記の値以上の許容支持力度（地耐力）の確認を行うこと。

施工時には、平板載荷試験によりカルバート底面位置において

の構造計算を再度行い部材の照査・必要地耐力の再設定を行うこと

外幅程度に行う場合は、発注者と協議の上ボックスカルバート

セメント安定処理のような剛性の高い地盤改良を、カルバート

注1)

注2)

Qv=58.42kN/m2

※連結作業終了後、無収縮モルタル充填

設計条件

ボックスカルバート工　数量表

符号 径 長さ 本数 単位重量 1本当り重量 形状

D13

D13 0.995

0.995

D13　合計

W1

W2

W3 D13

450 6

21280

0.448

1.274

0.99511281 1.275

2.55

2.69

6.52

重量(kg)

1.28

(T荷重)

α=1.0

Ko=0.5

鉛直土圧係数

静止土圧係数

土の単位体積重量

活荷重

γs=19.00kN/m3

T-14

種　　　別

基礎材

基礎コンクリート

同上型枠

敷モルタル

ボックスカルバート

摘　　要

σck=18N/mm2

1：3

計　　算　　式 数　量 単位

m2

m3

m2

m3

m 

1ヵ所当り

M16 組ボルト連結継手 M16 組4.004×1 （高力ボルト4組に付きスライドアンカー8個)

1200×700 L=2.532 2.53

1.46×2.53×0.02

1.66×2.53×0.15

1.66×2.53t=200mm 4.20

0.63

0.07

※トルク値　  Tr=18.00N･m(ボルト連結)

土被り 0.22～0.56m(最大)

0.15×2.53×2＋0.15×1.66×2 1.26

ボックスカルバート 1200×700 L=2532
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ボックスカルバート 1200×700 L=2532

コンクリート工　0.228×0.535×1.460≒0.18m3

型枠工　（0.508+0.562)/2×1.460×2+0.508×0.256+0.562×0.200≒1.80m2

 敷モルタル
 1:3

 基礎コンクリート
 σck=18N/mm2

 基礎材

アンカー筋

据付後モルタル充填

摩擦接合用高力ボルト

▽49.54

▽49.77

正面図側面図

ボックスカルバート 1200×700

ボルト連結継手部詳細図

標準断面図 S=1:20

S=1:50縦断割付図

S=1:50地覆参考図

平面割付図 S=1:50

PCRボックスカルバート 構造図
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外装は亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上高耐

設計荷重・・・防護柵の設置基準・同解説のＰ種に基づく。
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